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A. 研究目的・背景 

 慢性疾患である心不全は高齢になるにつ

れ有病率が高くなり、世界的に共通して患

者数の上位を占めるものである 1-3。高齢化

に伴い患者数は今後ますます増加を続ける

ことが予想され 4,5、この疾患の患者に対す

る治療、ケア、およびその提供体制に関す

る検討は喫緊の課題である 6。 

 特に高齢患者は心不全の増悪を繰り返す

特徴があり 3、退院後の在宅・地域での日

常生活における心身のマネジメントは重症

化や増悪を予防し、住み慣れた場所で尊厳

を保ち質の高い生活を営み続けるために不

可欠である。さらに、昨今は多職種による

包括的ケアの必要性が叫ばれているが、そ

のなかで看護師は患者への直接ケアを行う

機会が多いことに加え、多職種と患者をつ

なぐ役割をもち、包括的ケアを先導する存

在とされる。海外の多くの文献においても

Nurse-led care としてその役割の重要性は

認識されている 7-9。 

 在宅・地域において主にその役割を果た

すのは訪問看護師である。訪問看護師は

「健康と生活」の視点をもち、心身の両側

面から在宅療養高齢者を包括的にアセスメ

ントしケアを行う。急性増悪予防のため、
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退院直後早期から継続的な日常生活および

疾患マネジメントが必要となる心不全患者

に対し、訪問看護師は大きな影響をもつと

考えられる。しかし、訪問看護師の行う全

人的なケアは利用者の状態像が複雑なこ

と・アウトカム指標が確立されていないこ

とから可視化が難しく、心不全の患者に対

し訪問看護師によるケアがどのような効果

をもたらすか明らかにされていない。 

 本研究の目的は、心不全をもつ高齢患者

の退院直後の訪問看護利用群と非利用群に

おける、訪問看護介入の効果を検討するこ

とである。なお、効果検討には、在宅療養

を行う高齢者の状態像を評価する標準化さ

れた質指標として「長期ケア質指標」を用

いる。 

B. 令和 3 年度の進捗

本研究は令和 4 年度〜5 年度を調査実施

予定期間としている。令和 3 年度は調査開

始に向け、医師・看護師などの臨床実践家

および生物統計家へのヒアリングを実施

し、研究デザインや倫理的配慮について検

討した。 

C. 令和 3 年度に実施したヒアリング

本年度は 8 名の臨床実践家および統計家

に対しヒアリングを実施した。以下に各回

の概要を示す。 

１）2021 年 11 月 24 日（水）

対象者：高砂裕子氏（訪問看護師/南区医

師会訪問看護ステーション管理者・全国訪

問看護事業協会副会長） 

内容：①対象者の適格・除外基準につい

て、②調査に参加可能な訪問看護ステーシ

ョンについて 

２）2021 年 11 月 24 日（水）

対象者：柏原康佑氏（生物統計家/東京大

学医学部附属病院特任講師） 

内容：①対象者の割付について、②観察期

間および評価間隔について 

３）2021 年 11 月 30 日（火）

対象者：高取幸代氏（ゆみの訪問看護ステ

ーション訪問看護師） 

内容：①対象者の適格・除外基準につい

て、②心不全高齢患者への訪問看護の実態

について 

４）2021 年 12 月 7 日（火）

対象者：山田雅子氏（聖路加国際大学在宅

看護学分野教授/日本在宅看護学会理事

長） 

内容：①訪問看護介入の効果測定のための

評価指標およびメインアウトカムについ

て、②訪問看護ステーションのリクルート

について 

５）2021 年 12 月 8 日（水）

対象者：小島太郎氏（老年病科医師/東京

大学医学部附属病院講師） 

内容：①高齢心不全患者の外来通院・入院

の現状について、②循環器専門医について

ご紹介 

６）2021 年 12 月 17 日（金）

対象者：森崎真由美氏（東京大学医学系研
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究科家族看護学分野助教） 

内容：①東京大学附属病院外来での介入研

究について 

７）2022 年 2 月 28 日（月）

対象者：波多野将氏（東京大学医学部附属

病院循環器内科、高度心不全治療センター

准教授） 

内容：①高齢心不全患者の外来通院・入院

の現状について、②対象者の適格・除外基

準について、③訪問看護介入の効果測定の

ための評価指標およびメインアウトカムに

ついて、④具体的なリクルートについて 

８）2022 年 3 月 24 日（木）

対象者：高取幸代氏（ゆみの訪問看護ステ

ーション訪問看護師） 

内容：①心不全患者に対する訪問看護の介

入プロトコルについて助言、②ゆみの訪問

看護ステーション内の ICT 利用状況、③

今後の相談の流れについて 

D. 今後の見通し

現在、研究計画の詳細について検討を進

めているほか、具体的なセッティングにつ

いて対象候補先との話し合いを予定してい

る。現時点での研究計画概要（案）を図１

に示す。なお、近日、本研究について研究

代表者が所属する大学の倫理審査委員会に

倫理申請のうえ、令和 4 年度には調査に着

手する予定である。 
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図１ 研究計画概要（案） 
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